
  HACCP/JFS-B 適合証明書取得実務支援 

第６回ワークショップ開催のご報告 

日 時 ２０２４年５月２４日（金） ９：００～１６：００ 

会 場 とやま生協本部 会議室（富山市金屋 555） 

対 象 県内の食品製造・販売事業者  7 社 14 名 

県内の食品事業者の安全管理レベル向上を目的に「HACCP/JFS-B 適合証明書取得実務支援第６回ワー

クショップ」を開催しました。 HACCP は、食品安全の管理手法であり、JFS-B は、一般社団法人食品安全

マネジメント協会が認証する規格です。昨年１０月より６回にわたり開催し、今回は最終回となり、認証審査

内容の学習と終了証書の授与を行いました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



セミナー概要

実施期間︓2023年10月〜2024年５月（８か月）
※期間中においては
①ＩＴ活用によるタイムリーな作成資料の添削・フォロー
②個別Ｑ＆Ａ表による質疑応答
③リモートミーティングによる悩み事相談（必要に応じて）なども実施しています。

セミナー終了者（終了証発行者）７社１４名

内容開催回（9時〜16時）
食品安全計画策定に必要な基礎知識2023年10月6日（金）第1回
HACCPプランの作成と修正2023年11月21日（金）第2回
HACCPプランの発表会2024年1月19日（金）第3回
様々な作業標準手順書の作成・GMP解説2024年2月20日（火）第4回
日検証と修正（食品表示・異物対策・微生物制御・
HACCPプラン）

2024年4月19日（金）第5回

ＦＳＭ・JFS-Cについて2024年5月24日（金）第6回
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アンケートの集計結果
【質問１】開催の主旨に関して
〜今回のワークショップは、どれぐらい、御意向に沿っていましたでしょうか〜（下記参照）
（主旨︓北陸最大の組合員組織である、『とやま生協』にとっては、これからも組合員様へ

お届けする商品の、衛生品質の適合性を高める事が、重要な課題となっています。
今後も安全性・信頼性の確保に、よりいっそう取り組めるよう、当セミナーを通じて、
①衛生管理の実践と②具体的な教育訓練の内容と手法をお伝えすることを目指し、
開催しています。）

主旨に沿っている主旨に沿っていない

５︓十分主旨に沿っていた
４︓沿っていた の割合が９２％

アンケートの集計結果
【質問２】貴社にとって、第１回〜第６回の率直な感想をお聞かせください。

前半
1.食品安全計画策定に必要な基礎知識
2.HACCPプランの作成と修正
3.HACCPプランの発表会

後半
4.様々な作業標準手順書の作成・GMP解説
5.検証と修正（食品表示・異物対策・微生物制御・HACCPプラン）
6.ＦＳＭ・JFS-Cについて

※前半と後半に分けて、少し解説をまじえて報告します（次ページへ）→
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前半（第１〜３回）としては
（１）初めて聞く用語が多く、なかなか慣れなくて大変
（２）いままで作成したことのない資料が多く、

セミナー開催期間中に完成できるかが不安

という声も聞かれ、またＨＡＣＣＰプラン作成経験の有無で、全体の
課題作成進捗に、大きな差異が出る懸念もありました。

そこで、セミナー参加者様の各対象食品に適した、ＨＡＣＣＰプランの
たたき台を、講師・アドバイザー陣が事前準備し、それを手がかりに理解
していただくことで、少しずつ、上記（１）（２）の懸念は解消できた
ように感じます。

また、疑問点や不安点を少しでも解消できるよう、個別Ｑ＆Ａの開設や
ドロップボックスというＩＴツールを活用しての、タイムリーにフォローが
できる環境を整えました。

後半（第４〜６回）としては

毎回、ゲストスピーカーを招き、解説していただく
ことで、より専門性の高い情報を提供すると共に、
多くの具体的で使える事例を提供することで、
「 とても参考になった 」 という評価をいただき
ました。
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アンケートの集計結果
【質問３】ご自身のスキルアップに関してお聞きします。ご自身にとって、得られたと感じるものを

選んでください（複数回答可）
〜当セミナーにおいては、実際のHACCP導入事例（およびそれに近い練習問題）を学び、
受講しなかった場合と比べて、早期にHACCPの実践的スキルが見につくことを支援しています〜

アンケートの集計結果
【質問４】今回のセミナーは、今後も開催を検討しています。もし、次回の開催があれば、

お知り合いに紹介したいと思われますか

とても思う
ぜひ紹介したい思わない
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アンケートの集計結果
【質問５】今後のサポートについて
今回は、ワークショップ型のセミナーで、切磋琢磨もしていただきました。これから、適合証明の認証
取得に向けて、「とやま生協/食の安心研究所」に、どのようなサポートを引き続き望まれますか。

質問 希望・要望内容（複数回答有り） はい（人数） 割合

5-1 ＪＦＳ－Ｂ適合証明の認証取得まで、丁寧にサポートしてほしい 5 36%

5-2 工場の５Ｓ指導・サポート 5 36%

5-3 原料規格書や食品表示作成のサポート 2 14%

5-4 その他（従業員教育など） 2 14%
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